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▲NHK海外たすけあいキャンペーンオープニングセレモニーの様子（令和4年12月）
　青少年赤十字加盟園のミッキー北仙台こども園の園児が元気いっぱい募金を呼びかけました。

　令和4年度東日本大震災復興支援事業

宮城県支部では、震災のことを忘れないよう後世へ伝えていく活動
をはじめ、防災・減災への取り組みを続けています。

◀JRCオンライン語り部LIVE
全国の青少年赤十字加盟校の子ども
たちに被災経験のある語り部さんの
生の声をオンラインで配信し、自分の
いのちを守る力を育んでいます。

小学校1年生のお子様でも楽しく防災
について学べる、仙台89ERSとコラボ
した防災ハンドブックを作成し、県内
の小学校に配布しています。

ハガキまたはメールで応募を受け付けます。
※令和5年2月3日（金）必着
　当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

① 住所・氏名・年齢・電話番号
② 本紙の入手場所・方法
③ 日赤みやぎの感想
④ 取り上げてほしいテーマ
　（赤十字に関わること）
⑤ 自由記述（任意）

防災ハンドブック▶

PR CM
52

〒981-0914
宮城県仙台市青葉区堤通雨宮町4-17　宮城県仙台合同庁舎8階
日本赤十字社宮城県支部　組織振興課「日赤みやぎ担当」あて

syain@miyagi.jrc.or.jp

ハガキ

メール

新春オリジナルプチ福袋を10名にプレゼント!

何が入っているかは
お楽しみ!

▶

～
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日本赤十字社の防災教材について

パネルディスカッション
「防災の未来を子どもたちと迎えに行く」

　新型コロナウイルス感染症の対策を取り、参集しての実践発表会を実施しました。天候
にも恵まれ、先生方や地域の皆さま、青少年赤十字関係者の100名以上が一堂に会しました。
　会場では受付を終えると生徒のお出迎えがあり、参加者は青少年赤十字コーナーを目に
しながら、発表・授業会場の体育館メインフロアに歩みを進めました。

　塩竈市立第二中学校は、青少年赤十字加盟校として防災教育の実践
を公開しました。授業の学びに防災を取り入れた試みを1年生は道徳
の学習、2年生は理科の学習、3年生は総合的な学習の時間でポスター
セッションを披露しました。

　東北大学災害科学国際研究所・佐藤健教授をコーディネーターに迎えて行われました。パネラーは、
塩竃市教育長、地域代表の藤倉中央振興会会長、学年代表生徒と防災主任の佐々木先生でした。行政・
地域・学校、子どもと大人という多様な視点から意見が述べられました。まとめに佐藤教授から地域を
知ることの大切さとそれに対応した防災を考えるべきことが話され、充実した時間となりました。

　日本赤十字社は、東日本大震災の体験をもとに「まもるいのちひろめるぼ
うさい」を平成27年度に刊行し、全国の学校に配付しました。（県内の学校に
は、同年度と令和2年度に配付）また、平成30年度には幼稚園・保育所向けの
「ぼうさいまちがいさがしきけんはっけん!」を刊行しました。宮城県支部で
は、県内の青少年赤十字加盟園・施設へ配付し、その後は新規加盟登録時に
無償提供を続けています。

研究主題「関わり 求め 果たす 生徒の育成」
～聴き合いを取り入れた防災学習の指導の工夫を通して～

令和４年11月4日（金）

塩釜ガス体育館

塩竈市立第二中学校

　 期　日

　 会　場 

研究協力校

フロアは、開会・閉会行事、授業公開①②、
パネルディスカッションの会場に分かれました。

in 

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲

▲

▲

▲▲

▲

日本赤十字社の防災教材について

パネルディスカッション
「防災の未来を子どもたちと迎えに行く」

　新型コロナウイルス感染症の対策を取り、参集しての実践発表会を実施しました。天候
にも恵まれ、先生方や地域の皆さま、青少年赤十字関係者の100名以上が一堂に会しました。
　会場では受付を終えると生徒のお出迎えがあり、参加者は青少年赤十字コーナーを目に
しながら、発表・授業会場の体育館メインフロアに歩みを進めました。

　塩竈市立第二中学校は、青少年赤十字加盟校として防災教育の実践
を公開しました。授業の学びに防災を取り入れた試みを1年生は道徳
の学習、2年生は理科の学習、3年生は総合的な学習の時間でポスター
セッションを披露しました。

　東北大学災害科学国際研究所・佐藤健教授をコーディネーターに迎えて行われました。パネラーは、
塩竃市教育長、地域代表の藤倉中央振興会会長、学年代表生徒と防災主任の佐々木先生でした。行政・
地域・学校、子どもと大人という多様な視点から意見が述べられました。まとめに佐藤教授から地域を
知ることの大切さとそれに対応した防災を考えるべきことが話され、充実した時間となりました。

　日本赤十字社は、東日本大震災の体験をもとに「まもるいのちひろめるぼ
うさい」を平成27年度に刊行し、全国の学校に配付しました。（県内の学校に
は、同年度と令和2年度に配付）また、平成30年度には幼稚園・保育所向けの
「ぼうさいまちがいさがしきけんはっけん!」を刊行しました。宮城県支部で
は、県内の青少年赤十字加盟園・施設へ配付し、その後は新規加盟登録時に
無償提供を続けています。

研究主題「関わり 求め 果たす 生徒の育成」
～聴き合いを取り入れた防災学習の指導の工夫を通して～

令和４年11月4日（金）

塩釜ガス体育館

塩竈市立第二中学校

　 期　日

　 会　場 

研究協力校

フロアは、開会・閉会行事、授業公開①②、
パネルディスカッションの会場に分かれました。

in 



▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲

▲

▲

▲▲

▲

日本赤十字社の防災教材について

パネルディスカッション
「防災の未来を子どもたちと迎えに行く」

　新型コロナウイルス感染症の対策を取り、参集しての実践発表会を実施しました。天候
にも恵まれ、先生方や地域の皆さま、青少年赤十字関係者の100名以上が一堂に会しました。
　会場では受付を終えると生徒のお出迎えがあり、参加者は青少年赤十字コーナーを目に
しながら、発表・授業会場の体育館メインフロアに歩みを進めました。

　塩竈市立第二中学校は、青少年赤十字加盟校として防災教育の実践
を公開しました。授業の学びに防災を取り入れた試みを1年生は道徳
の学習、2年生は理科の学習、3年生は総合的な学習の時間でポスター
セッションを披露しました。

　東北大学災害科学国際研究所・佐藤健教授をコーディネーターに迎えて行われました。パネラーは、
塩竃市教育長、地域代表の藤倉中央振興会会長、学年代表生徒と防災主任の佐々木先生でした。行政・
地域・学校、子どもと大人という多様な視点から意見が述べられました。まとめに佐藤教授から地域を
知ることの大切さとそれに対応した防災を考えるべきことが話され、充実した時間となりました。

　日本赤十字社は、東日本大震災の体験をもとに「まもるいのちひろめるぼ
うさい」を平成27年度に刊行し、全国の学校に配付しました。（県内の学校に
は、同年度と令和2年度に配付）また、平成30年度には幼稚園・保育所向けの
「ぼうさいまちがいさがしきけんはっけん!」を刊行しました。宮城県支部で
は、県内の青少年赤十字加盟園・施設へ配付し、その後は新規加盟登録時に
無償提供を続けています。

研究主題「関わり 求め 果たす 生徒の育成」
～聴き合いを取り入れた防災学習の指導の工夫を通して～

令和４年11月4日（金）

塩釜ガス体育館

塩竈市立第二中学校

　 期　日

　 会　場 

研究協力校

フロアは、開会・閉会行事、授業公開①②、
パネルディスカッションの会場に分かれました。

in 

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲

▲

▲

▲▲

▲

日本赤十字社の防災教材について

パネルディスカッション
「防災の未来を子どもたちと迎えに行く」

　新型コロナウイルス感染症の対策を取り、参集しての実践発表会を実施しました。天候
にも恵まれ、先生方や地域の皆さま、青少年赤十字関係者の100名以上が一堂に会しました。
　会場では受付を終えると生徒のお出迎えがあり、参加者は青少年赤十字コーナーを目に
しながら、発表・授業会場の体育館メインフロアに歩みを進めました。

　塩竈市立第二中学校は、青少年赤十字加盟校として防災教育の実践
を公開しました。授業の学びに防災を取り入れた試みを1年生は道徳
の学習、2年生は理科の学習、3年生は総合的な学習の時間でポスター
セッションを披露しました。

　東北大学災害科学国際研究所・佐藤健教授をコーディネーターに迎えて行われました。パネラーは、
塩竃市教育長、地域代表の藤倉中央振興会会長、学年代表生徒と防災主任の佐々木先生でした。行政・
地域・学校、子どもと大人という多様な視点から意見が述べられました。まとめに佐藤教授から地域を
知ることの大切さとそれに対応した防災を考えるべきことが話され、充実した時間となりました。

　日本赤十字社は、東日本大震災の体験をもとに「まもるいのちひろめるぼ
うさい」を平成27年度に刊行し、全国の学校に配付しました。（県内の学校に
は、同年度と令和2年度に配付）また、平成30年度には幼稚園・保育所向けの
「ぼうさいまちがいさがしきけんはっけん!」を刊行しました。宮城県支部で
は、県内の青少年赤十字加盟園・施設へ配付し、その後は新規加盟登録時に
無償提供を続けています。

研究主題「関わり 求め 果たす 生徒の育成」
～聴き合いを取り入れた防災学習の指導の工夫を通して～

令和４年11月4日（金）

塩釜ガス体育館

塩竈市立第二中学校

　 期　日

　 会　場 

研究協力校

フロアは、開会・閉会行事、授業公開①②、
パネルディスカッションの会場に分かれました。

in 

316     

▲NHK海外たすけあいキャンペーンオープニングセレモニーの様子（令和4年12月）
　青少年赤十字加盟園のミッキー北仙台こども園の園児が元気いっぱい募金を呼びかけました。

　令和4年度東日本大震災復興支援事業

宮城県支部では、震災のことを忘れないよう後世へ伝えていく活動
をはじめ、防災・減災への取り組みを続けています。

◀JRCオンライン語り部LIVE
全国の青少年赤十字加盟校の子ども
たちに被災経験のある語り部さんの
生の声をオンラインで配信し、自分の
いのちを守る力を育んでいます。

小学校1年生のお子様でも楽しく防災
について学べる、仙台89ERSとコラボ
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